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第79号（２面）２０１１年１０月３日


発行:調布九条の会「憲法ひろば」


E-Mail：chofu9jou@yahoo.co.jp　WEBサイトhttp://www.geocities.jp/chofu9jou/index.html





****************************************************************








　交流コーナー





　多摩川九条の会


　一〇月三〇日（日）十三時半～十六時、テーマ＝原発事故と放射能、お話＝増田善信さん（狛江在住、元気象研究所研究室長、理学博士）、於・多摩川児童館(京王多摩川駅北高架下徒歩五分)、資料代二〇〇円 ▼連絡先 ４８６-３５１２古川


　　　-------------------------------


◆ 調布市内の九条の会の情報をお寄せください


 ▼Ｅメール � HYPERLINK "mailto:choufu9jou@yahoo.co.jp" �choufu9jou@yahoo.co.jp�


　 ▼郵送 〶182-0025 調布市多摩川６-12-６ 鈴木気付





　◆･･聞けば聞くほど原発の危険性は底知れないとの感想を持った。事故の原因についても、地震によるものか津波によるものかの整理にも手がつけられておらず、丁寧な分析には十年以上も必要だとのこと。こういう状況の中での原発再稼働の話は本当に信じられない。原発は停める以外あり得ない。（佐須町　山口忠弘）


　◆･･福島原発事故後テレビは、しばらく東電の会長・社長の謝罪場面が続いた。殊勝気な姿勢の裏側では、「国民はいずれ忘れる」とうそぶいているだろうと苦々しくみていた。官・財・国・メディアをあげての国民だましが進んでいる。日本人の精神土壌にある諸行無常観が許してしまうのではないかと、今日の講演者も危惧しているように思った。今朝の朝刊に、上関原発の推進派の町長が選出されたと出ていた。この夏、映画『ミツバチの羽音と地球の回転』が市民の中を席巻していたのにと虚しく思えたが、このようにすぐ虚しく感じる心がまずい、と言いきかせている。（世田谷区・こうこ）


　◆･･大変よかった。また集まりをもって問題意識の整理やこれから何ができるか、しなければならないかを話し合いたい。（緑ヶ丘　相崎尚昭）


　◆･･参考になりました。原子力とマスメディアの専門家の話は原発にどう向き合うべきかを事実をもって示してくださいました。もっと勉強する必要があると痛感しました。でも、何かが変わりつつあるような気もします。だからこそ、今、声をあげて、手をつなぎ、広がりを作ることが必要と思いました。（無記名）


　◆･･一九九九年九月三〇日、東海村臨界事故で被曝し、約百日後に没した篠原理人氏の顔が崩れていく写真が「第三回日本臨床救急医学会」で公表されている。核の問題は、千の言葉で紡ぐより、一見にしかず、この写真をメディアに公表させるべきだ。ナゼ、メディアは記事にして来なかった？怠慢ではないか？核に限らず、記事になっていない問題が多々ある。報道させるようにするにはどうすれば良いのだろうか？個々の小さな集会でエア抜きするより、書かせるように皆で働きかけよう。脱原発九・一九デモの流れで一千万署名をやっている。当会場でも署名を求められると思っていました。（三鷹市　長徹郎）


　◆･･青柳先生―専門的な問題を、素人にも分かるように話してくださり、勉強になりました。アメリカの影響や、各方面の捏造、隠蔽など、国民をごまかしての今回の事故、国民がより賢くならなければいけなかったと思います。今、政府上層部より国民の方が賢くなっています。脱原発を国民の総意で繰り広げ、世界の先端を目指していきたい。良心的な科学者の方々のこれまでの健闘に敬意を表します。丸山先生―表現の自由や生存権を、憲法にのっとって保障すべきであるとのご意見、その通りと共鳴します。


　　（上石原　鵜澤希伊子）
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●日時：１０月２１日(金)１８時半～


●場所：あくろす２階「会議室」(国領駅北口)


　　　　　　　　　　　　　　　　　　●資料代300円


●お話：奥平　康弘さん


　東京大学名誉教授、「九条の会」よびかけ人のおひとり


　 調布市在住､調布｢憲法ひろば｣ゆかりの憲法研究者








第65回例会


11年9月24日











●集合：11月12日(土)13時　●資料代300円


　　小田急｢向ヶ丘遊園｣北口改札、集合後小田急バスで研究所へ


　　雨天決行、１６時半に資料館現地で解散の予定です。


●ガイドとお話：渡辺　賢二さん 明治大学講師





三回目となった


ロングラン例会


　合宿より参加しやすいと、三年連続で行った。今年は交流会の部は十九名の参加。やや少なめだが、「これだけは」と欠かさず参加される方もあり、例年のように盛り上がった。「七生養護学校」裁判勝訴の報告や、「若葉の森」を守る運動からの、「まず道路建設ありき」という市の態度に変化の兆し、など、明るい話題も出て、みなさん元気に帰宅されたことでしょう。　　　　　（石川記）








